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「
基
礎
生
物
学
M
」
は
教
養
教
育
と

し
て
の
生
物
学
を
ベ
ー
ス
に
、
将
来
医

師
を
目
指
す
学
生
の
た
め
、
遺
伝
性
疾

患
な
ど
医
学
や
医
療
に
深
く
関
わ
る
ト

ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
深
堀
り
し
つ
つ
、

進
み
ま
す
。

課
題
に
対
す
る
理
解
度
を
図
る
た

め
、
グ
ル
ー
プ
発
表
も
実
施
。
3
人
1

組
と
な
っ
て
各
回
の
授
業
内
容
に
関
連

し
た
課
題
を
考
え
、
発
表
し
ま
す
。
こ

の
日
は「
細
胞
の
情
報
伝
達
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
異
な
る
課
題
を
2
組
が

発
表
し
ま
し
た
。

発
表
後
は
米
村
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
。
単
に
正
誤

の
指
摘
だ
け
で
な
く
、「
な
ぜ
そ
う
な

の
か
？
」
に
つ
い
て
触
れ
、
簡
潔
に
解

説
し
て
い
き
ま
す
。

生
物
学
と
い
う
幅
広
い
学
問
の
基
礎

を
限
ら
れ
た
時
間
で
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
試
験
問
題
の
解
説
も

丁
寧
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
試
験
は

マ
ー
ク
シ
ー
ト
と
穴
埋
め
問
題
、
記
述

の
3
パ
タ
ー
ン
で
出
題
さ
れ
ま
す
。

マ
ー
ク
シ
ー
ト
問
題
は
デ
ー
タ
集
計
を

行
い
、
5
つ
の
選
択
肢
の
中
で
正
解
以

外
に
2
番
目
に
多
く
チ
ェ
ッ
ク
の
入
っ

た
間
違
え
や
す
い
項
目
に
着
目
。
ど
こ

が
違
う
の
か
、
一
問
ず
つ
振
り
返
っ
て

説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

取
材
日
は
お
盆
前
の
前
期
授
業
最
終

日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、「
徳
島
の
夏

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
米
村
先
生
が

阿
波
お
ど
り
を
披
露
。「
野
球
を
習
い

た
い
か
ら
と
大
谷
翔
平
に
教
え
て
も
ら

う
の
は
難
し
い
で
す
が
、
阿
波
お
ど
り

な
ら
身
近
に
プ
ロ
が
た
く
さ
ん
い
る
。

好
き
な
踊
り
手
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の

人
に
教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
る
の

が
徳
島
の
い
い
と
こ
ろ
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
阿
波
お
ど
り
を
体
験
し
て
ほ
し
い
」

と
話
す
米
村
先
生
。
徳
島
大
学
に
通
っ

て
い
る
メ
リ
ッ
ト
を
い
か
し
、
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
す
る
と
い
う
点
で
は
、
気

に
な
る
研
究
室
を
訪
ね
て
み
る
の
も
お

す
す
め
で
す
。
米
村
先
生
の
研
究
室
に

も
生
物
学
に
興
味
を
持
ち
、「
研
究
が

し
た
い
」
と
1
年
生
の
と
き
か
ら
通
っ

て
い
る
学
生
も
い
る
の
だ
と
か
。
米
村

研
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
米
村
先
生
の

〝
趣
味
〞
と
い
う
名
の
様
々
な
「
遊
び
」

と
「
研
究
成
果
」
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
情
報
も
参
考
に
有
意
義

な
学
生
生
活
に
し
て
く
だ
さ
い
。

古賀さん（写真中央）。徳島市の阿波おどりは毎年8月11日～15日に開催され
ていて、「あせち連」は今年、12日と15日の2日間参加し、大いに盛り上がったそ
うです。ちなみに「あせち連」はもともと薬学サッカー部を中心に発足したため、連
長は代々サッカー部から選出されているそうです。

部活や研究に情熱を注ぎ、有意義な学生生活を送っている様子を取材しました。

　今年1月1日に発生した「令和6年能登

半島地震」。最大震度7を観測し、甚大な

被害を及ぼしたこの地震の直後、学生ボラ

ンティア団体「わかものと」の立ち上げに

参加。現地の企業やNPO、地域団体と

連携し、被災地支援に動き出した高田さん

は早い段階で被災地に入り、各所からの

支援を受けつつ、ボランティア活動を行い

ました。初めは40人程度でしたがSNSを

通じて全国から学生が集まり、LINE登録

者は1000人、現地でボランティアに参加

した人数は約150人となりました。

　「なぜボランティアをしようと思ったのか、

　新型コロナウイルスの影響や天候不

良により、中止や期間短縮が続いていた

徳島市の阿波おどり。今年は南海トラフ

地震臨時情報の「巨大地震注意」が発

表される中での開催でしたが、「事故や怪

我もなく、無事に終えてホッとしている」と

話す「あせち連」の連長 古賀さん。「あせ

ち連」は薬学部の阿波おどり連で、今年

はOB、OGも含め約70人が参加。かつ

てない大人数のとりまとめにかなり苦労し

たと振り返ります。「昨年の阿波おどりを

よく理由を訊かれるのですが、正義感や課

題意識があったわけではなく、“思わず体が

動いた”感じです。教養教育院 北岡先生の

アントレプレナー教育やi.school（＊）に参

加していたことも影響したかもしれません」。

　この体験から「行動することの大切さと、

それには多大な責任が伴う」ということを

感じたそうです。「今後については明確に

は決めていませんが、何かに対して責任を

持ってチャレンジし続けたい」と話しました。

経験しているのが僕しかいないこともあり、

必然的に連長を任されたのですが、法被

の発注やスポンサーとの交渉、事務連絡

など初めてのことも多く、大変でした。もと

もと内気なタイプですが、連長を経験した

ことで社交的になり、コミュ力も上がったよ

うに思います」。踊りの上手下手に関わら

ず、薬学部一丸となって阿波おどりを盛り

上げるのが「あせち連」の魅力。「毎年4

月、5月頃に募集を開始するので、薬学部

の皆さんはぜひ参加してみてください」。
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学生団体「わかものと」で
能登半島地震の復興を支援

「あせち連」の連長を体験し
成長を実感

生
物
学
の
基
礎
を
し
っ
か
り
学
び
つ
つ
、

徳
島
で
の
学
生
生
活
を
豊
か
に
す
る
秘
訣
も

常三島キャンパス

蔵本キャンパス

能登地震学生団体
「わかものと」の活動の詳細は
noteをご覧ください。 （＊）徳島大学 i.school･･･

日本や世界を変えるイノベーションを実現する人材を
「徳島」で育成する取組

阿波おどりを披露する米村先生にあわせ、学生も一緒に練習。ち
なみに米村先生は阿波おどりの有名連・娯茶平で踊っているそう
です。

グループ発表の課題と発表の様子。

授業はオンラインでも受講可能。
柴田先生、栗栖先生も加わり、
試験問題を解説されていました。


